
令和５年度 第２回学校運営協議会 議事録 

 

日 時 ： 令和５年６月 14日（水）14:30～16:30 

 

場 所 ： 本校第一応接室 

 

出席者 ： 学校運営協議会委員  遠藤 哲哉 氏 （同窓会） 

同       吾妻 幸治 氏 （ＰＴＡ会長）   

         同       小松 英光 氏 （川崎市立住吉中学校長） 

         同       中野 信吾 氏 （木月住吉町会長） 

         同       外﨑  学   （校長） 

      本校職員       川島 秀生   （副校長） 

         同       蠣田 美穂子  （教頭） 

         同       田中  浩   （事務長） 

         同       鈴木 吉維   （キャリア活動支援グループＧＬ） 

         同       長戸 真紀子  （生徒会グループＧＬ） 

         同       中山 和也   （学務グループＧＬ） 

同       友貞 章子   （生活・生徒支援グループＧＬ） 

同       佐久間 健三  （調査研究・図書、総務管理グループＧＬ） 

 

欠席者 ： 学校運営協議会委員  伊東 博之 氏 （元ＰＴＡ会長） 

         同       内田 治彦 氏 （川崎とどろきロータリークラブ） 

同       岩佐 保宏 氏 （ﾓﾄｽﾐ・ｵｽﾞ通り商店会振興組合理事長） 

         同       岡本 専太郎氏 （神奈川大学工学部教授） 

 

配付資料： 令和５年度学校評価報告書（目標設定）、地域連携等について、学校要覧、進路のしおり 

令和５年度コミュニティ・スクール説明会の参加について（県通知） 

 

 

 

開 会 

 １ 第１回学校運営協議会は書面での開催であった。ご協力に感謝する。 

 ２ 顔合わせ（自己紹介） 

 ３ 学校運営協議会会長の選出について 

    遠藤哲哉 委員に会長をお願いする。全会一致で承認。 

 

 



議 事 

 １ 校長あいさつ 

・コロナウイルス感染症が５類に移行し、世の中は落ち着きを取り戻してきているが、集団感染

例も報告されている。教育活動も戻りつつあり、文化祭等も予定どおり実施する。 

・県から指示された令和５年度のミッションが要覧に載っている。要約すると「しっかり教育せ

よ」ということである。ミッションも４年目を迎え、今年度中に評価を出す。 

・プログラミング教育研究推進校が３期２年目（３年間で１期）を迎え、研究を進めている。 

・新学習指導要領の対象が来年度に３学年そろう形となる。現２年生より一人一台端末の取組

を行っているが、society5.0 の時代、よりよく生きることが求められており、県立高校も変

わりつつある。 

・本校生徒には、授業に取り組むのは当たり前、それにプラスして行事や部活動に積極参加し、

教室では得られない力をつけて欲しいと思っている。また、進路に関しても、高い目標をもっ

て取り組んで欲しい。 

・地域との連携もコロナ以前にもまして活発にしていきたい（資料参照）。商店会・町会・中学

校等で活動できる場面を提供していただきたい。今年度、青年会議所とタイアップする予定。 

・大規模な工事が予定されている（体育館耐震、校舎外壁塗装、校舎屋上防水、エアコン電気容

量等）。部活動等で住吉中学校のご協力をお願いしたい。 

 

 ２ 学校評価部会 

  （１） 本校各グループより説明 

   ア 学務グループ 

    ・指導と評価の一体化を実施、授業中に評価の場を設定している。 

    ・単元ごとの指導計画を１年かけてつくっている。 

   イ 生活・生徒支援グループ 

    ・今年度よりＳＳＷが全県的に配置され、連携して取り組んでいく。 

    ・ＳＣも毎週来校、相談も多数実施されている。相談内容は関係職員に共有されている。 

    ・その他、服装、頭髪、遅刻指導は継続して実施。最近はＳＮＳでのトラブル対応も増えている。 

   ウ キャリア活動支援グループ 

    ・１，２年生にはリクルート社スタディサプリの授業動画の活用を促している。 

    ・この数年、入試状況が激変しており、教員の経験のみには頼れない状況となっている。このた

め、グループのメンバーが毎日昼休みに進路室に常駐し、相談体制をとっているが、まだあま

り活用されていない。 

・進路実績は進路の手引きを参照。国公立への進学もある。日東駒専は２桁の合格者、頑張れば

ＧＭＡＲＣＨにも数名～十数名の合格者が出ている。希望校に入れるようバックアップ体制

を維持していく。 

   エ 生徒会・図書グループ 

    ・委員の一部にも体育祭をご覧いただいた。 

・耐震工事で体育館が使えない中での行事となり、工夫しながらやっていく。 



   オ 調査研究グループ 

    ・プログラミング教育研究推進校が３期２年目、「すみプロ」と命名し、職員研修を行っている。 

    ・一人一台端末について、半導体不足で納期が遅れていたが、ようやく揃いつつある。積極活用

していく。 

   カ 総務管理グループ 

    ・学校説明会は幸市民館で実施予定。数年ぶりに全公立展が開催されるため、準備している。 

    ・広報関係を充実させていく。 

 

 （２） 質問・意見 

   ＜遠藤委員＞ 

    ・授業を見学したところ、みなさんしっかり授業を受けている。興味を持てば成果が出るので、

議論、発表を通じて能力を発揮してほしい。 

    ・これから暑くなるので、熱中症に注意して頑張ってほしい。 

   ＜吾妻委員＞ 

    ・生徒が率先して学ぶという環境にある。引き続き頑張ってほしい。 

   ＜小松委員＞ 

・中学校でも修学旅行等で集団感染が報告されている。マスクは強要していないが、付けること

も可としている。 

・教科学習だけでなく、全人格的な教育が展開されており、中学校でも参考にしたい。中学校で

は働き方改革が進められていて、ノー部活デイがあったりする。学級減もあり、体育館使用に

関して調整できる。部活動での中高の交流など、連携を深めたい。 

・8/19（土）に中原区防災訓練があり、区の担当からお知らせがあると思う。その他、地域の講

演会などもあるので、お知らせする。 

   ＜中野委員＞ 

    ・町会としても高校と交流を深めていきたい。 

    ・先生という職業は大変な仕事だと思っている。 

 

 ３ 地域連携部会 

    ・過去に行っていた地域連携の事業（別紙資料）をお示しする。この事例以外にも連携を模索し

ていくのでお声がけいただきたい。 

 

 ４ その他 

    ・コミュニティ・スクール説明会がオンデマンドで行われる（別紙資料）。動画視聴していただ

ければ幸いである。 

    ・次回（第３回）は 10 月～11月くらいに開催。第４回は３月に開催。 

 

                                           以上 


